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K を実 2 次体とし
･

イデ ア ルf ⊂ O K を法 とす る狭義合同イデ ア ル 薪群を CI K (チ) で 表す . K

に おけ る ク ロ ネ ッ カ ー 極限公式と 札 C I K (チ) の 指標 x に対 して L 関数 L( s
, x) の s - 1 に おけ

る値 L(1
, x) ( x - 1 の と き は ロ - ラ ン革開 の 定数項) を衰す公式の こ と を指す. こ れ は各合 同病

C ∈ CI K (チ) に対して 部分亡関数E(s
,
a) の s - 1 に おけ る ロ ー ラ ン展開 の 定数項 を求め る こ と と同

等で あ る . 古典的 に は K が有理数体 ( デ ィ リ･ ク レ ー ク ン マ - ) また は虚 2 次体 ( ク ロ ネ ッ カ ー ) の

場合 の 公式が知 られ て おり, こ れらが円単数. 楕円単数 と関係す る こ と か ら
.

K が実 2 次体 ( ま

た は よ り
一 般の代数体) の場合に も

,
ク ロ ネ ッ カ ー 極限公式と類体の構成問題との 関係が期待され

て い る ( ス
L■
タ ー タ ー新谷予想) ,

本論文で はまず･ 合同蕪 e ∈ CI K (千) に対 して(( w k ,
X k , y k)I k - 1

,
. ･ L

,
r m ) とい う有限個 の デ ー

タ を対応 させた. こ こ で r
,

m は自然数,
LJ k は K の 元 x た, y k は それぞれ 0 < 3: k ≦ 1

,
0 ≦ y h < 1

を満た す有理数で あ る , また u k は 次 の よう な純循環連分数展開を持 つ :

1
L J h

- b k
-

b k + 2 丁
- .

( bi は整数, b i ≧ 2 , bi + m
- b i) .

こ れらを用 い て 次 の よう な極限公式が与え られ る :

定理 1 ( T h e o r e m 2 ･ 2 ･ 1) 埋 め 込 み K c

- + R を固定 し, K に お け る Q 上 の 共役写像を a, 巾 X
l で

表す, また K の 判別式 を D と お き,
… 1 ( m o d f) な る 捻正単数群 の 生成 元 で 1 よ り 大きなも の を
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な る関数 .
た だ し Li 2 は 2 重対数関数, 申 は ガ ン マ 関数の 対数微分 で あ り

,

で あ る .
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こ の 公式 は f - O K の場合 に おけ る Z a gi e r [3] の鮭果の拡張 とな っ て い る. Z a gi er の 公式に も LJ k

は 現れ る が
, ( x k , y k) は自動的に 全 て (1

,
0) と な る ため明示的 に は 現れ て い ない

.

次 に e l ,
e 2 ∈ C I K(千) 杏

e l
- 【(fL l)] , P l ∈ 1 + チ, p l < 0

, I/1 > 0
,

e 2
- 【( p 2)] , P 2 ∈ 1 + チ, p 2 > 0

, p; < 0

で 定義 さ れ る 合同葬 と す る と, 指標 x は 4 種類 の 符号( x( e l) , X(e 2)) - (j = 1 , 土1) に よ っ て 分有 さ

れ る
.

こ の符号 に お け る + 1 の個数 をb
x

と お く と
. x が原始指標 の と きに 軌 関数等式 に よ っ て
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- な る等式が成り 立 つ こ と が分 か る. よ っ て ク ロ ネ ッ カ ー 極 限公式 の 研究は ((0
,
a) , (

I

(0
,
a) および

E
F'

(o
,
a) な る値の 研究 に 帰着す る . 本論文 で は前の 二 つ に つ い て 考察した.

((o ,
a) に つ い て は

, 第4 節に お い て 次 の 公式を示 した･ :

定理 2 ( T h e o r e m 4 . 1 . 1) B i( X ) を ベ ル ヌ ー イ多項式 とす る と き.

帥 e) -

差〈B l( x k, B l(y k, +箸B 2( x k,) ･

これ はf - O K の 場合 に は M e y er - Z a gi e r の 公式 と
一

致す る ([4] を参照)
I

. なお こ の表示 の応用

と して
, E(0

,
a) - ((0 ,

e e l e 2) な る等式 ( P r o p o siti o占4 ･2 ･1) が直接の計算に よ っ て 証明され る ･

一

方第 5 節で は
, (

I

(0
,.
a) に関連 して

x (a) - e x p(- ((o
,
a) + E

'

(0
,
e e l e 2))

な る 量 に つ い て 考察した. これ は新谷卓郎[1 ,
2】に よ っ て導入された不変量 ( の 逆数) で あ る ･ 2

重正弦関数 S( LJ , I) を用 い る と.
X ( a) は 次 の よ う に 表示され る :

定理 3 ( T h e o r
･

e m 5 . 1 . 1
.)

z k
- X たL J k + y k と おく と

r m

x ( a) - n s( w k , Z た) S( LJ左, z左) ･

k = 1

2



こ れ は新谷 に よ る表 示 と は (似 て い る が) 一

般 に は 異な る ･ 主 な 相違点 は〈(LJ k ,
X k , y k)) と い う,

e に 標準的 に 付随す る デ - タ を用 い て い る こ と で あ る.

定理 3 に お い て
,

X ( a) に 対す る 二 つ の無限素点 の寄与が分離 して い る の が見 て 取れ る. そ こで

r m r m

x l( a) - II s(L J k ,
Z k) ,

X 2( a) - H s(LJ左, z左)
k = 1 k = 1

と おく. 本論文 に おけ る最後の 主結果は 次 の 定理 で あ る :

定理 4 ( T h e o r e m 5 . 2 .3)

x l(a) - X l( e e l) - X l( e e 2)
~ 1

,
x 2( a) - X 2( e e l)

- 1
- x 2( e e 2) .

なお定理 4 か ら
, (冗( e l) , X( e 2)) - ( + 1

,

- 1) の とき に は
.

L(1
, x) が X l( a) の み を用 い て表さ れ

る こ とが分か る ( 符号 が(
- 1

, + 1) の 場合 は X 2( a) の み
.
･ と な る) . こ の こ と か ら

,

一

般 の総実代

数体 K に対して も,
Ju(1

, x) に は x の符号が正 とな る無限素点の み が寄与す る
.

と の 予想が考え ら

れ る.
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